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MiSMO（ミスモ）とは、
スペイン語で「自分」、「自身」等の意味があります

※本誌掲載の情報は2019年5月24日現在のものです。
※消費税法改正に伴い、記事内の料金表示に「税込」と「外税（+税）」が混在しております。
※営業時間や定休日、メニューの内容、金額などは変更になる場合がございますので、店舗等
にご確認の上、ご利用ください。別途、入湯税･サービス料等がかかる場合があります。
※年末年始、お盆など臨時休業はお問い合わせください。
※宿泊料金は別途表示のない限り、平日（休前日を除く、月～木・日曜）1泊2食付の1室2名利用
の1名料金です。
※本号で紹介した内容等は、天候やその他事由により変更や中止になる場合があります。主催
者・施設・店舗等にご確認の上、お出掛けください。
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水の都べネチアをイメージした美術館の庭園。そよぐ風にクリスタルガラスが美しく煌めく。

美術館内のレストラン「La Canzone」
では、本場イタリアのカンツォーネ・
ライブを開催。これを楽しみに何度
も訪れる熱心なファンもいるという。

 『花装飾脚オパールセント・グラス・ゴブレット』 
1880年頃 ベネチア
ステム（脚部）に施された、円環のひれ飾り、白い
花の装飾、青みを帯びた半透明乳白色のガラスな
ど、幻想的な美しさが漂う。ベネチアングラスの
特色を生かした一品。

　

一
人
の
作
家
の
作
品
世
界
で
は
な
く
、
一
つ

の
芸
術
ジ
ャ
ン
ル
で
も
な
く
、
ベ
ネ
チ
ア
と
い

う
地
域
の
歴
史
と
と
も
に
、
さ
ま
ざ
ま
な
作
品

が
生
み
出
さ
れ
て
き
た
ベ
ネ
チ
ア
ン
グ
ラ
ス
。

そ
の
１
０
０
０
年
以
上
に
わ
た
る
歴
史
の
流
れ

を
た
ど
る
よ
う
に
、
価
値
あ
る
名
品
に
出
会
え

る
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
だ
。

　

フ
ロ
ン
ト
を
抜
け
、
テ
ラ
ス
に
出
る
と
迎
え

て
く
れ
る
の
は
、
運
河
の
よ
う
な
池
に
浮
か
ぶ

石
造
り
の
美
術
館
と
、
約
16
万
粒
の
ク
リ
ス
タ

ル
ガ
ラ
ス
が
日
の
光
と
風
を
受
け
て
虹
色
に
煌

め
く「
光
の
回
廊
」。
そ
し
て
箱
根
の
シ
ン
ボ
ル
、

大
涌
谷
。
イ
タ
リ
ア
と
箱
根
が
違
和
感
な
く
調

和
し
た
、
こ
の
美
術
館
な
ら
で
は
の
、
胸
が
と

き
め
く
よ
う
な
光
景
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

現
代
ガ
ラ
ス
作
品
な
ど
と
と
も
に
夏
の
庭
を

彩
る
の
は
、
バ
ラ
と
ア
ジ
サ
イ
。
庭
園
の
各

所
で
見
ら
れ
る
バ
ラ
は
、
お
よ
そ
2
0
0
種

3
0
0
株
。
貴
婦
人
の
名
を
冠
し
た
バ
ラ
や
香

り
高
い
バ
ラ
が
咲
き
誇
り
、
優
雅
な
気
分
に
包

ま
れ
る
。
早
咲
き
か
ら
遅
咲
き
ま
で
、
70
種

3
5
0
0
株
も
の
ア
ジ
サ
イ
の
競
演
は
実
に
涼

や
か
。
斜
面
に
植
え
ら
れ
た
真
っ
白
な
ア
ナ
ベ

ル
が
、
滝
の
飛
沫
の
よ
う
に
見
え
る「
あ
じ
さ
い

の
滝
」も
見
ど
こ
ろ
だ
。

　

優
美
で
繊
細
な
ベ
ネ
チ
ア
ン
グ
ラ
ス
の
世
界

を
堪
能
し
た
ら
、
庭
園
を
見
渡
す
オ
ー
プ
ン
テ

ラ
ス
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
、
カ
ン
ツ
ォ
ー
ネ
を
聴

き
な
が
ら
ラ
ン
チ
や
ス
イ
ー
ツ
を
。
石
畳
を
歩

き
な
が
ら
、
異
国
の
街
を
訪
れ
た
よ
う
な
気
分

で
お
土
産
を
探
す
の
も
楽
し
い
。
こ
こ
で
し
か

出
会
え
な
い
、
人
の
心
を
惹
き
つ
け
る
何
か
が
、

こ
こ
に
は
あ
る
。

高原に現れた水の都を
旅するように

都
心
と
は
異
な
る
豊
か
な
自
然
環
境
に
身
を
置
い
て

絵
画
や
彫
刻
、
工
芸
品
な
ど
、

多
彩
な
ジ
ャ
ン
ル
の
美
に
親
し
め
る
箱
根
。

山
や
湖
畔
の
さ
わ
や
か
な
風
が
心
地
よ
い
こ
の
季
節
。

そ
の
美
術
館
な
ら
で
は
の
傑
作
や
空
間
、
景
観
の
美
を

感
じ
る
旅
に
出
か
け
ま
せ
ん
か
。

はははははははは
異異異異異異異
な
る
豊
かか
な
自
然
環環
境境
に
身身身
を
置置
いい
て

都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都都
心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心心
ととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととととと
ははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははははは

ア
ー
ト
と

自
然
に
包
ま
れ
て

MAP P49④

蕁0460-86-3111
神奈川県足柄下郡箱根町仙石原940-48
開館時間／10時～17時30分（最終入館17時）
休館日／毎年成人の日の翌日から11日間
入館料／大人1,500円
アクセス／ 箱根登山鉄道箱根湯本駅からバス

25分

箱根ガラスの森美術館
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アートと
自然に包まれて

　

こ
の
8
月
に
開
館
50
周
年
を
迎
え
る
、
国
内

初
の
野
外
美
術
館
。
東
京
ド
ー
ム
の
1
・
5
倍

に
あ
た
る
約
7
万
㎡
の
緑
豊
か
な
敷
地
に
、
近
・

現
代
を
代
表
す
る
彫
刻
家
の
名
作
、
約
1
2
0

点
の
作
品
を
展
示
。
屋
内
展
示
が
メ
イ
ン
の
静

寂
が
包
む
美
術
館
と
は
異
な
り
、
作
品
の
ポ
ー

ズ
を
真
似
た
写
真
を
撮
影
し
た
り
、
作
品
名
を

当
て
合
う
な
ど
、
幅
広
い
世
代
が
散
歩
を
楽
し

む
よ
う
に
、
リ
ラ
ッ
ク
ス
し
な
が
ら
彫
刻
に
親

し
む
こ
と
が
で
き
る
。

　

大
手
携
帯
端
末
の
Ｃ
Ｍ
撮
影
を
機
に
、
一
気

に
注
目
が
集
ま
る
よ
う
に
な
っ
た
の
は
、
敷
地

の
最
奥
部
に
立
つ
、
高
さ
18
ｍ
、
内
径
8
ｍ
の

塔『
幸
せ
を
よ
ぶ
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
彫
刻
』だ
。
完

成
し
た
の
は
今
か
ら
44
年
前
。
原
型
と
ガ
ラ
ス

の
デ
ザ
イ
ン
を
手
が
け
た
の
は
、
画
家
、
版
画

家
で
も
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
人
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、

ガ
ブ
リ
エ
ル
・
ロ
ア
ー
ル
。
内
部
の
全
面
に
、

槌
で
手
割
し
た
分
厚
い
彩
色
ガ
ラ
ス
が
は
め
込

ま
れ
、
外
か
ら
の
光
を
複
雑
に
屈
折
さ
せ
な
が

ら
透
過
。
視
線
を
上
げ
、
ぐ
る
り
上
部
を
見
渡

せ
ば
、
カ
ラ
フ
ル
な
幻
想
世
界
に
吸
い
込
ま
れ

そ
う
な
感
覚
に
。
ガ
ラ
ス
の
芸
術
を
間
近
に
し

な
が
ら
、
96
段
の
ら
せ
ん
階
段
を
登
り
切
る
と
、

緑
輝
く
箱
根
の
山
々
と
美
術
館
全
体
を
見
渡
す

絶
景
パ
ノ
ラ
マ
が
待
っ
て
い
る
。

　

彫
刻
の
み
な
ら
ず
、
屋
内
で
は
ピ
カ
ソ
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
を
鑑
賞
で
き
、
巨
大
な
手
編
み
の
ネ
ッ

ト
や
、
迷
路
の
よ
う
な
カ
プ
セ
ル
の
中
に
子
ど

も
た
ち
が
入
っ
て
遊
べ
る
体
験
型
ア
ー
ト
、
足

湯
や
カ
フ
ェ
も
あ
る
。
夏
の
一
日
、
新
緑
の
中
、

心
を
自
由
に
遊
ば
せ
て
み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

 『幸せをよぶシンフォニー彫刻』内部。スカルプチャード・グラスと呼ばれるガラスの色
彩は約4,000色。所々に人物や動植物などが見える。

 『嘆きの天使』 フランソワ=ザビエ、ク
ロード・ラランヌ 1986年 
特殊な水還元装置で目から涙が途絶
えず流れ、泉となっている作品。圧
倒的なインパクトで、彫刻の前で
首を傾けインスタグラムに投稿する
ユーザーも多いとか。

右に見える円柱形の塔が『幸せをよぶシンフォニー彫刻』
ガブリエル・ロアール 1975年。外壁には、パリを拠点
に世界的に活躍した彫刻家、伊本淳が制作したレリーフ
が飾られている。

MAP P48③

蕁0460-82-1161
神奈川県足柄下郡箱根町ニノ平1121
開館時間／ 9時～17時（最終入館16時30分）
休館日／無休
入館料／大人1,600円
アクセス／箱根登山鉄道彫刻の森駅すぐ

彫刻の森美術館

深
緑
に
包
ま
れ
て

心
を
自
由
に
遊
ば
せ
る

67



　

名
声
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
、
館
主
独

自
の
審
美
眼
に
よ
る
現
代
日
本
画
の
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
は
、
今
も
増
え
続
け
る
約
４
０
０
０

点
。
山
本
丘
人
、
平
山
郁
夫
、
加
山
又
造
、
平

松
礼
二
な
ど
、
日
本
を
代
表
す
る
作
家
や
若
手

実
力
派
の
大
作
・
名
作
を
展
示
、
実
に
見
ご
た

え
の
あ
る
美
術
館
で
あ
る
。
女
流
画
家
と
し
て

１
０
０
点
を
超
え
る
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
を
収
蔵
す

る
の
は
、
２
月
に
１
０
０
歳
で
こ
の
世
を
去
っ

た
堀
文
子
。「
群
れ
な
い
、
慣
れ
な
い
、
頼
ら
な

い
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、
冒
険
的
な
仕
事
を
し
て
き

た
稀
代
の
芸
術
家
の
画
業
を
、
静
か
に
振
り
返
っ

て
み
る
の
も
い
い
だ
ろ
う
。

　

こ
こ
か
ら
望
む
芦
ノ
湖
と
富
士
山
は
、
も
う

一
枚
の
名
画
。
ラ
ウ
ン
ジ
や
カ
フ
ェ
か
ら
も
絶
景

を
楽
し
め
る
が
、
こ
こ
は
ぜ
ひ
、
扉
を
開
け
て

涼
や
か
な
風
が
そ
よ
ぐ
庭
園
へ
。
夏
は
、
白
や

ピ
ン
ク
な
ど
の
花
穂
が
甘
い
香
り
を
漂
わ
せ
る

ブ
ッ
ト
レ
ア
、「
ユ
リ
の
女
王
」と
も
称
さ
れ
る
ヤ

マ
ユ
リ
な
ど
が
咲
き
誇
り
、
天
気
が
良
け
れ
ば
、

緑
の
山
並
み
の
向
こ
う
に
富
士
山
が
見
え
る
。

湖
を
望
む
美
術
館
で

堀
文
子
の
画
業
を
た
ど
る

晴れて空気が澄んだ日には、芦ノ湖と富士、箱根神社の赤い鳥居、観光船が織り成す一幅の名画のような風景が見られる。

 『トスカーナの花野』 堀文子 
1990年
68歳でイタリア中部の街ア
レッツォにアトリエを構え、
新境地を開いた堀氏の代表
作。日本画の静謐さを湛えつ
つ、自然の躍動感を感じさせ
る大作だ。

MAP P50⑤

蕁0460-83-6828
神奈川県足柄下郡箱根町元箱根570
開館時間／ 9時～17時（最終入館16

時45分）
休館日／無休
入館料／大人1,300円
アクセス／ 箱根登山鉄道箱根湯本駅

からバス35分

箱根・芦ノ湖
成川美術館

　

明
治
時
代
に
存
在
し
た
欧
米
人
向
け
の
ホ
テ

ル
、「
開
化
亭
」の
跡
地
に
立
つ
、
全
５
階
か
ら

な
る
美
術
館
。
５
０
０
０
㎡
に
及
ぶ
展
示
ス
ペ
ー

ス
は
、
凛
と
し
た
雰
囲
気
が
漂
う
漆
黒
の
空
間
。

近
世
・
近
代
の
日
本
画
か
ら
東
ア
ジ
ア
の
陶
磁

器
、
土
偶
や
埴
輪
、
仏
像
や
仏
画
、
蒔
絵
、
工
芸
、

彫
刻
ま
で
、
実
に
多
彩
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
常

時
約
4
5
0
点
、
一
点
、
一
点
、
暗
闇
に
浮
か

び
上
が
る
よ
う
に
展
示
さ
れ
て
い
る
。

　

鑑
賞
後
に
足
を
運
び
た
い
の
は
、
傾
斜
地
を

生
か
し
た
約
１
万
５
０
０
０
㎡
の
庭
園
。
湧
水

が
つ
く
る
沢
や
滝
、
池
な
ど
の
水
景
が
、
開
化

亭
時
代
か
ら
続
く
豊
か
な
樹
林
と
一
体
と
な
り
、

箱
根
の
自
然
を
五
感
で
感
じ
ら
れ
る
。
初
夏
か

ら
夏
は
、
ア
ジ
サ
イ
、
カ
ン
ゾ
ウ
、
ナ
ツ
ツ
バ

キ
な
ど
の
可
憐
な
草
花
を
見
る
こ
と
も
で
き
る
。

静
謐
の
中
、
東
屋
の
下
や
ベ
ン
チ
で
森
林
浴
を

す
る
の
も
実
に
気
持
ち
が
よ
い
。
庭
園
か
ら
見

下
ろ
す
平
屋
の
木
造
家
屋
は
、
食
事
や
喫
茶
を

楽
し
め
る「
開
化
亭
」。
広
い
館
内
、
休
憩
を
は

さ
ん
で
じ
っ
く
り
鑑
賞
す
る
の
も
お
す
す
め
だ
。

 『青磁柑子口瓶（せいじこうじぐちへい）』 景徳鎮窯（けいとくちんよう） 
中国・清時代
柑子口とは丸いミカンのようにふくらんだ口作りの意。淡
く澄んだ釉色をもつ清朝官窯独特の青磁で、ソラマメの淡
緑色に近いことから「豆青（とうちん）」とも呼ばれる。

カエデの青々とした葉がトンネルを
つくる庭園内には、東屋やベンチも。
滝やせせらぎのBGMを聞きながら、
自然との対話を楽しみたい。

MAP P48③

蕁0460-87-3931
神奈川県足柄下郡箱根町小涌谷493-1
開館時間／ 9時～17時（最終入館16時

30分）
休館日／ 無休（臨時休館 9/30（月）～

10/4（金））
入館料／大人2,800円
アクセス／ 箱根登山鉄道箱根湯本駅か

らバス20分

岡田美術館

日本・東洋の美術群と
木 が々そよぐ庭園

89



アートと
自然に包まれて

　

宙そ
ら

に
浮
か
ぶ
小
惑
星
に
ひ
と
り
き
り
で
暮
ら

し
て
い
た〈
王
子
さ
ま
〉が
、
バ
ラ
と
の
い
さ
か

い
を
き
っ
か
け
に
星
を
飛
び
出
し
、
星
々
を
旅

す
る
な
か
で
出
会
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
人
々
と
の

会
話
か
ら
、「
本
当
に
大
切
な
こ
と
と
は
何
か
」

を
見
つ
け
る
物
語
、『
星
の
王
子
さ
ま
』。

　

世
界
3
0
0
以
上
の
国
と
地
域
の
言
語
に
翻

訳
さ
れ
親
し
ま
れ
て
い
る
、
不
朽
の
名
作
が
生

ま
れ
た
背
景
や
物
語
の
世
界
観
を
、
作
者
で
あ

る
サ
ン
＝
テ
グ
ジ
ュ
ペ
リ
の
生
涯
を
通
し
て
た

ど
る
こ
と
が
で
き
る
、
世
界
で
唯
一
の
ミ
ュ
ー

ジ
ア
ム
が
こ
こ
だ
。
仙
石
原
の
自
然
を
背
景
に

広
が
る
の
は
、
作
者
が
生
き
た
20
世
紀
初
頭
の

フ
ラ
ン
ス
を
再
現
し
た
城
館
や
街
並
み
。
初
夏

か
ら
夏
に
か
け
て
、
一
年
で
最
も
美
し
い
時
期

を
迎
え
る
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン
で
は
、
物
語
に
ち

な
ん
だ
赤
を
基
調
に
し
た
バ
ラ
が
咲
き
誇
り
、

絵
に
な
る
写
真
を
撮
影
で
き
る
。
物
語
の
フ
ァ

ン
は
も
ち
ろ
ん
、
物
語
を
読
ん
だ
こ
と
が
な
く

て
も
十
分
楽
し
い
場
所
だ
。
来
訪
を
機
に
物
語

を
読
ん
で
み
る
の
も
い
い
だ
ろ
う
。

フランス式庭園に憩い
物語の世界にふれる

作者が幼少期を過ごした城館などを再現した建物の内部が展示ホール。庭園は著名なガーデンデザイナー、吉谷桂子さんによるもの。

王子さまが出会った、
個性的なキャラクター
を紹介する展示空間。

MAP P49④

蕁0460-86-3700
神奈川県足柄下郡箱根町仙石原909
開園時間／9時～18時（最終入園17時）
　　　　　 ※展示・映像ホールは17時30分まで
休園日／ 第2水曜（3・8月は無休） ※気象状況

等で臨時休園あり
入園料／大人1,600円
アクセス／ 箱根登山鉄道箱根湯本駅からバス

30分

星の王子さまミュージアム
箱根サン=テグジュペリ

　
「
箱
根
の
自
然
と
美
術
の
共
生
」を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
既
存
の
沢
や
谷
を
避
け
、
景
観
や
動
植

物
の
生
態
系
を
極
力
損
な
う
こ
と
な
く
、
豊
か

な
森
に
包
ま
れ
る
よ
う
に
建
て
ら
れ
た
美
術
館
。

　

モ
ネ
や
ル
ノ
ワ
ー
ル
な
ど
、
19
世
紀
フ
ラ
ン

ス
の
印
象
派
を
中
心
と
し
た
幅
広
い
コ
レ
ク

シ
ョ
ン
で
知
ら
れ
る
が
、
美
術
館
の
奥
に
広
が

る
自
然
度
の
高
い
森
に
設
け
ら
れ
た〈
森
の
遊
歩

道
〉は
、
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
。
陽
の
光
を

や
さ
し
く
受
け
止
め
る
の
は
、
丸
み
の
あ
る
葉

を
茂
ら
せ
た
ブ
ナ
の
巨
木
。
す
べ
す
べ
し
た
赤

褐
色
の
樹
皮
か
ら
、
木
に
含
ま
れ
る
水
の
冷
た

さ
が
伝
わ
る
の
は
ヒ
メ
シ
ャ
ラ
。
キ
ビ
タ
キ
な

ど
野
鳥
の
声
が
響
く
夏
は
、
オ
カ
ト
ラ
ノ
オ
の

白
い
花
穂
や
、
深
紅
の
タ
マ
ゴ
タ
ケ
が
目
を
楽

し
ま
せ
て
く
れ
る
。
森
の
中
に
は
多
彩
な
彫
刻

作
品
も
点
在
。
こ
の
春
新
た
に
加
わ
っ
た『
鉄
樹

根
』は
、
約
2ｍ
四
方
の
鉄
製
の
木
の
根
。
森
と

い
う
有
機
物
の
中
に
配
さ
れ
た
人
工
物
は
、
自

然
界
と
文
明
と
の
関
係
に
つ
い
て
、
思
考
を
促

す
か
の
よ
う
で
あ
る
。

豊
か
な
森
に
息
づ
く

多
彩
な
ア
ー
ト

美術館に向かうアプローチ。隣接して全長670mの「森の遊歩道」の緑が広がる。

 『鉄樹根（てつじゅこん）』 アイ・
ウェイウェイ　2015年
中国の伝統的な技法で、鉄を
鋳造して作られている。「森の
遊歩道」に展示された作品は錆
止め加工はあえて施されてお
らず、自然に晒された鉄が時
とともに変化してゆく。 

MAP P49④

蕁0460-84-2111
神奈川県足柄下郡箱根町仙石原小塚山1285
開館時間／9時～17時（最終入館16時30分）
休館日／無休（展示替えのための臨時休館あり）
入館料／大人1,800円
アクセス／箱根登山鉄道強羅駅からバス15分

ポーラ美術館
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アートと
自然に包まれて

　

ジ
ュ
エ
リ
ー
作
家
と
し
て
成
功
し
た
後
に
ガ

ラ
ス
工
芸
家
に
転
身
、
後
半
生
に
は
列
車
や
客

船
な
ど
の
室
内
装
飾
を
も
手
が
け
た
ル
ネ
・
ラ

リ
ッ
ク
。
そ
の
生
涯
に
わ
た
る
才
能
と
、
国
内

最
多
の
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
出
会
え
る
美
術
館
で

あ
る
。

　

常
緑
の
見
事
な
洋
芝
が
広
が
り
、
小
川
が
流

れ
る
緑
豊
か
な
敷
地
で
は
、
ラ
リ
ッ
ク
が
こ
よ

な
く
愛
し
た
草
花
や
蝶
な
ど
が
生
を
謳
歌
。
小

道
に
い
ざ
な
わ
れ
現
れ
る
展
示
室
で
は
、「
シ
ル

フ
ィ
ー
ド
」な
ど
の
名
高
い
ジ
ュ
エ
リ
ー
や
香
水

瓶
な
ど
、常
時
2
3
0
点
を
展
示
。
彼
の
作
品
の

フ
ァ
ン
で
あ
っ
た
フ
ラ
ン
ス
の
大
女
優
、
サ
ラ
・

ベ
ル
ナ
ー
ル
に
捧
げ
ら
れ
た
一
室
か
ら
望
む
睡

蓮
の
池
は
、
さ
な
が
ら
モ
ネ
の
絵
画
の
よ
う
だ
。

ラ
リ
ッ
ク
が
68
歳
で
装
飾
を
手
が
け
、
オ
リ
エ

ン
ト
急
行
と
し
て
も
活
躍
し
た
、
１
９
２
9
年

製
の
車
両
で
テ
ィ
ー
タ
イ
ム
を
楽
し
め
る
の
は
、

特
別
展
示「
ル
・
ト
ラ
ン
」（
当
日
現
地
予
約
）。

季
節
ご
と
の
ス
イ
ー
ツ
も
美
味
で
、
専
属
ク
ル
ー

の
解
説
も
興
味
深
く
、
一
度
体
験
す
る
と
、
ま

た
誰
か
を
連
れ
て
来
た
く
な
る
。

ラリックが手がけたデザイン性の高い空間で、優雅なティータイムが楽しめる「ル・トラン」。カップなどの食器は往時のものを復刻させたもの。

 『シルフィード（風の精） あるい
は羽のあるシレーヌ』  
1897-1899年
女性の体と蝶の羽をもつ妖精
をイメージし制作されたブ
ローチ。羽の部分などには、
ステンドグラスのような輝き
をもたせる「透胎七宝」という
技法が用いられている。

MAP P49④

蕁0460-84-2255
神奈川県足柄下郡箱根町仙石原186-1
開館時間／ 9時～17時（最終入館16時

30分）
休館日／ 無休（展示替えのための臨時

休館あり）
入館料／大人1,500円
アクセス／ 箱根登山鉄道箱根湯本駅か

らバス30分

 箱根ラリック美術館

斬
新
か
つ
精
巧
な

ジ
ュ
エ
リ
ー
と
ガ
ラ
ス
作
品

　

開
館
は
昭
和
27
年
。
縄
文
時
代
か
ら
江
戸
時

代
ま
で
、
日
本
の
力
強
く
重
厚
な
焼
き
物
を
中

心
に
展
示
す
る
美
術
館
。
中
国
風
の
屋
根
が
印

象
的
な
展
示
室
に
は
、
多
く
の
窓
が
配
さ
れ
、

作
品
と
と
も
に
、
大
文
字
を
刻
む
明
星
ヶ
岳
な

ど
、
箱
根
外
輪
山
の
山
並
み
を
望
む
こ
と
が
で

き
る
。

　

い
に
し
え
の
火
山
噴
火
に
よ
る
土
石
流
で
崩

れ
落
ち
、
運
ば
れ
て
き
た
巨
岩
・
奇
岩
を
生
か

し
て
整
え
た
庭
園
は
、
国
登
録
記
念
物
で
も
あ

る「
神
仙
郷
」。
紅
葉
の
美
し
さ
で
も
知
ら
れ
る

苔
庭
の
夏
は
、
緑
一
色
。
み
ず
み
ず
し
い
苔
と
、

緑
濃
き
も
み
じ
の
葉
が
つ
く
り
だ
す
涼
し
げ
な

庭
に
、
山
百
合
や
ギ
ボ
ウ
シ
の
花
が
咲
き
、
秋

と
は
ま
た
違
う
、
夏
な
ら
で
は
の
景
観
が
涼
を

運
ん
で
く
れ
る
。

　

本
館
2
階
に
収
め
ら
れ
た
人
物
埴
輪『
天
冠
を

つ
け
た
男
子
』（
重
要
文
化
財
）は
、
必
見
。
保
存

状
態
が
よ
く
歴
史
的
に
も
価
値
あ
る
作
品
を
、

ガ
ラ
ス
越
し
で
な
く
、
自
然
光
の
も
と
で
細
部

に
わ
た
り
鑑
賞
で
き
る
の
も
、
こ
の
美
術
館
な

ら
で
は
の
醍
醐
味
で
あ
る
。

涼やかな夏の庭と
いにしえの焼き物を楽しむ

そこにあるのは緑の葉を茂らせるカエデと苔、所々に配された巨岩のみ。シンプルなればこそ庭の美しさが際立つ。

 重要文化財 埴輪『天冠をつけた
男子』 古墳時代（6～7世紀）
無垢で原始的な面立ち、籠手
（こて）や衣、頸玉（くびたま）、
衣服の合わせなど、細部にわた
る表現をじっくり鑑賞したい。

MAP P48③

蕁0460-82-2623
神奈川県足柄下郡箱根町強羅1300
開館時間／ 4月～11月  9時30分～16時30分
 12月～3月 9時30分～16時
 （最終入館は閉館30分前）
休館日／木曜（祝日は開館） ※11月は無休
入館料／大人900円
アクセス／ 箱根登山ケーブルカー公園上駅か

ら徒歩1分

箱根美術館
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夏の企画展＆ミュージアムイベント
- Summer Art Events -

ちょうこくの森アートライヴ2019 ピカソ館がリニューアルオープン

開館50周年記念のイベント。現代美術
作家 開発好明と写真家 浅田政志による
参加型展示のほか、くるくるシルクによ
るパントマイムやジャグリングのサーカ
ス・パフォーマンス、野外コンサートな
どを開催する。

1984年以来、319点におよぶピカソ・コレクションを順次公開
してきたピカソ館。リニューアル第1弾となるテーマ展示「ピ
カソの挑戦～かたちの変貌～」を開催する。ピカソが残した言
葉とともに、絵画、陶芸、彫刻を紹介。

TEL.0460-82-1161
神奈川県足柄下郡箱根町ニノ平1121　開館時間：9時～17時（最終入館16時
30分） 贊無休　箱根登山鉄道彫刻の森駅から徒歩2分
入 館 料： 大人1,600円、大学生・高校生1,200円、中学生・小学生800円、毎週

土曜はファミリー優待日：保護者1名につき、小中学生5名まで無料
http://www.hakone-oam.or.jpくるくるシルク

リニューアルするピカソ館（イメージ）。

開発好明 浅田政志

7/27㈯～9/23㈷ 7/27㈯

 

特別記念展 ピカソ・シャガールたちのヴェネチアン グラス彫刻展 開催中～11/24㈰

新天皇即位と改元を祝う特別記念展として、ピカソやシャ
ガールたちがデザインしたガラス彫刻展を開催中。20世
紀中頃、ガラスの美しさに魅せられたコスタンティーニ
が、世界中の芸術家に呼びかけて始まった新しいガラス
彫刻の創作プロジェクトだ。彼の思いに賛同したピカソ
やシャガールなどの独創的なデザインを、卓越した職人
技でガラス彫刻に結実。日本初公開のガラス彫刻作品を
中心に、芸術家の残したデザインや写真資料も紹介する。

TEL.0460-86-3111
神奈川県足柄下郡箱根町仙石原940-48
開館時間： 10時～17時30分（最終入館17時）
　　　　　贊毎年成人の日の翌日から11日間　
入 館 料： 大人1,500円、高校生・大学生1,100円、

小学生・中学生600円
http://www.hakone-garasunomori.jp/

「TORO（雄牛）」1954  
デザイン：P.ピカソ
制作：
E.コスタンティーニ

「CONTADINO（農夫）」
1954
デザイン：
M.シャガール
制作：
E.コスタンティーニ
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TEL.0460-86-3700
神奈川県足柄下郡箱根町仙石原909
開園時間：9時～18時（最終入園17時） 
贊第2水曜（3月・8月は無休）
入園料： 大人1,600円、高校生・大学生・専門学

校生・シニア（65歳以上）1,100円、小・
中学生700円

http://www.tbs.co.jp/l-prince/

赤いバラが彩る、王子さまの世界
赤を基調としたバラが咲くローズガーデンが、7月上旬まで
1年で一番美しい時期を迎えている。名作『星の王子さま』を
テーマにした世界で唯一のミュージアムで、園内は、作者
サン＝テグジュペリが生きた20世紀初頭のフランス風の街
並みが広がる。6/29㈯・30㈰には、開園20周年記念イベン
トの開催も。詳細はHPをチェック。

ローズフェアは7/7㈰まで（上）。フェア期間限定ス
イーツ「バラのわがままプレート」（左）。

夏の企画展＆ミュージアムイベント夏の企画展＆ミュージアムイベント

TEL.0460-82-2623
神奈川県足柄下郡箱根町強羅1300
開館時間：9時30分～16時30分（最終入館は30分
前） 贊木曜（祝日の場合は開館）
箱根登山ケーブルカー公園上駅から徒歩1分
入 館 料： 大人900円、大学生・高校生400円、

中学生以下 無料
 http://www.moaart.or.jp/hakone/

日本中世の六古窯の陶磁器を展示
六古窯（常滑、瀬戸、信楽、丹波、備前、越前）の陶器を中心に、
縄文時代から江戸時代までの陶磁器を展示する美術館。文
化財にも登録されている庭園も感動的で、約130種類の苔と
200本のモミジで彩られた苔庭は、一歩足を踏み入れると、
涼やかな風を感じられる。茶室「真和亭」では、夏季限定の
冷菓を抹茶とともに。

鍋島色絵牡丹青海波文皿（なべしまいろえ
ぼたんせいかいはもんさら）　江戸時代

茶室・真和亭で抹茶
と茶菓子を。

小さな美術展 かまぼこ板絵国際コンクール 

1982年にスタートした「小さな美術展 かまぼこ板絵国際コンクール」は、
年齢・国籍を問わず、世界中から作品が集まる人気イベントだ。捨ててしま
えばゴミになってしまうかまぼこ板だが、そのわずか13㎝のキャンバスに
表現することで立派なアートに。現在、2003年に開催された第11回展の
受賞作品を入場無料で見ることができる。アートを楽しむだけでなく、も
のを大切にする心をぜひ親子で感じて。

TEL.0465-24-6262
神奈川県小田原市風祭245　
会場：鈴廣のかまぼこ博物館2階　
開館時間：9時～17時　入場無料
箱根登山鉄道風祭駅下車すぐ
http://www.kamaboko.com

第11回展の作品
を展示中（上）。会
場は、かまぼこ博
物館2階（右上）。
かまぼこの板が素
敵なアート作品に
（右下）。

常時（通年） ※常設ギャラリー 特別追悼展 堀 文子展 ～全展示室を使用しての大回顧展～
2月に100歳でこの世を去った堀文子の追
悼展。戦後を代表する女流画家で、冒険
的な仕事をしてきた希代の芸術家。「群れ
ない、慣れない、頼らない」をモットーと
する凛とした自由な生き方でも注目を集
め、多くの人に愛されてきた。同展では、
同館史に初めて100点を超える全収蔵作品
を一堂に展示。画家がアトリエを構えた
大磯、軽井沢とイタリア・トスカーナ地方
の風景画、「NHKきょうの料理」の表紙絵
など、初期から最晩年の作品が並ぶ。

TEL.0460-83-6828
神奈川県足柄下郡箱根町元箱根570
開館時間：9時～17時（最終入館16時45分） 贊無休
箱根登山鉄道箱根湯本駅からバス35分
入 館 料： 大人1,300円、大学生・高校生900円、

小学生・中学生600円
http://www.narukawamuseum.co.jp

堀文子「ブルーポピー」

堀文子「民族衣装」

箱根　芦ノ湖

館内の展望ラウンジやカフェからの絶景。晴れ
た日には、富士山と芦ノ湖を望むことができる。

7/18㈭～11/20㈬
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絵筆や色鉛筆などを配したアトリエライ
ブラリー。気軽に制作体験ができる（上）。
毎夜開催されるご当地楽「彩り手ぬぐい」
で表現を自由に楽しんで（下）。

1  大涌谷を模した白煙とともに、芳ばしい香りが広がる瞬間燻製。 2  立ち上る煙、焼ける音とともに楽しむ「山海（さんかい）石焼」。
3  全客室に、大涌谷温泉を引いた露天風呂を備える。写真はスイートルーム。 4  絵筆箱を模したお造りの器など、目にも楽しい「宝楽盛り」。
5  本館の露天風呂付き和洋室。ベッドルームと琉球畳のリビングルームに分かれ、それぞれの時間を気兼ねなく楽しめる。

Data

 0570-073-011
神奈川県足柄下郡箱根町仙石原817-359
箱根登山鉄道箱根湯本駅からバス40分
https://kai-ryokan.jp/sengokuhara/
 P49 ④

星野リゾート　界 仙石原

（界 予約センター）

星野リゾート　界 仙石原

1 2

3

4

5

ア
ー
ト
×
温
泉
が
か
な
え
る
、

心
を
解
き
放
つ
極
上
の
滞
在

　「
星
野
リ
ゾ
ー
ト
　
界 

仙
石
原
」は

星
野
リ
ゾ
ー
ト
の
温
泉
旅
館
ブ
ラ
ン
ド

「
界
」の
15
施
設
目
と
し
て
、
2
0
1
8

年
夏
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

　「
ア
ト
リ
エ
温
泉
旅
館
」を
コ
ン
セ
プ

ト
に
、
ア
ー
ト
を
介
し
て
、
こ
こ
で
し
か

で
き
な
い
体
験
を
提
供
し
て
い
る
。
開

業
前
に
行
わ
れ
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト 

イ
ン 

レ
ジ
デ
ン
ス 

箱
根
仙
石
原
に
は
、
12
名

の
国
内
外
ア
ー
テ
イ
ス
ト
が
参
加
。
館

内
で
は
、
そ
の
時
の
作
品
を
鑑
賞
で
き

る
ほ
か
、宿
泊
者
専
用
ア
ト
リ
エ
で
手
ぬ

ぐ
い
の
絵
付
け
、
写
真
や
盆
栽
な
ど
の

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
通
じ
て
、表
現
す
る

喜
び
を
感
じ
ら
れ
る
。
夕
食
の
季
節
の

会
席
料
理
に
盛
り
込
ま
れ
た
芸
術
的
な

演
出
も
見
事
。
大
浴
場
で
は
、大
涌
谷
温

泉
の
白
濁
し
た
お
湯
に
緑
豊
か
な
自
然

が
移
り
込
み
、
ま
る
で
水
彩
画
の
よ
う
。

ア
ー
ト
と
自
然
に
包
ま
れ
た
く
つ
ろ
ぎ

の
客
室
は
、
全
室
露
天
風
呂
付
き
。
五

感
を
開
く
温
泉
ス
テ
イ
に
お
す
す
め
。

「星野リゾート　界」
星野リゾートが全国に展開する日本初の温泉旅館ブランド。日
本らしさと快適性を追求した空間やサービスをご用意。旅の醍
醐味であるご当地の魅力を表現する「ご当地楽（ごとうちがく）」
のおもてなしと、滞在を通して地域の文化に触れる「ご当地部
屋」が特徴。2018年7月に15施設目となる「界 仙石原」が箱根町
に誕生、2019年4月に界 津軽がリニューアルオープンした。

※界 熱海は2019年4月より改築のため休館中。

1泊2食付
（2名1室利用時の1名）37,000円～

宿泊料金

アート　  温泉旅館

1819
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profi le
1960年生まれ、神奈川県出身。中学の授業でラジオを
組み立てたときの感動が忘れられず電子科のある高校へ
進学。1979年、船員として箱根観光船入社。エンジニ
アである機関長を経て2017年より現職。箱根でお気に
入りの場所は大観山。「晴れて空気が澄んだ日に望む芦
ノ湖と富士山は絶景。特に夕方がおすすめです」

箱根観光船

蕁0460-83-7722
問い合わせ／9時～17時
https://www.hakone-kankosen.
co.jp

MAP P50 ⑤

箱根観光船
取締役運航部長

田中 康弘さん 

きらめきの

達 人
v o l . 26

in
te

rvie
w

船内外に使われた品のある赤とゴールドの
カラーリングは、水戸岡氏がデザインした。
デッキには新たに椅子も設置。

田中さんが信頼する若きス
タッフの一人、加瀬谷咲緒（さ
きお）さんは女性船員第一号。
３級海技士の資格をもち船の
操舵やメンテナンスも行う。

　

船
舶
検
査
の
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
、
約
30

年
で
新
旧
交
代
が
行
わ
れ
て
き
た
箱
根
海

賊
船
。1
9
9
1
年
に
就
航
し
た「
バ
ー
サ
」

に
代
わ
り
、
こ
の
春
登
場
し
た
の
が
、
７

代
目
の
海
賊
船
と
な
る「
ク
イ
ー
ン
芦
ノ
湖

（
Q
U
E
E
N 

A
S
H
I
N
O
K
O
）」だ
。

　

女
王（
ク
イ
ー
ン
）を
イ
メ
ー
ジ
し
設
計

デ
ザ
イ
ン
を
行
っ
た
の
は
、
J
R
九
州
の

寝
台
列
車「
な
な
つ
星 

in 

九
州
」な
ど
で
知

ら
れ
る
水
戸
岡
鋭
治
氏
。
船
体
は
青
い
湖

面
に
映
え
る
黄
金
色
、
木
材
を
多
用
し
た

船
内
に
は
、
箱
根
寄
木
細
工
の
モ
チ
ー
フ

や
大
川
組
子
な
ど
、
日
本
な
ら
で
は
の
伝

統
工
芸
や
装
飾
を
取
り
入
れ
、「
大
人
が
満

足
す
る
優
雅
で
上
質
な
雰
囲
気
」が
漂
う
。

　

新
造
船
を
含
む
現
役
３
隻
の
海
賊
船
、

船
員
、
陸
上
ス
タ
ッ
フ
、
３
つ
の
港
を
統

括
し
、
安
全
運
航
に
導
く
の
が
、
箱
根
観

光
船
の
取
締
役
運
航
部
長
を
務
め
る
田
中

康
弘
さ
ん
だ
。
20
代
後
半
で
機
関
長
を
任

さ
れ
、
管
理
職
の
任
を
受
け
て
船
を
降
り

る
ま
で
、
26
年
間
海
賊
船
に
乗
務
。
７
隻

す
べ
て
の
船
に
携
わ
り
、
見
送
っ
て
も
き

た
。一
貫
し
て
守
り
抜
い
て
き
た
の
は「
安

全
第
一
、
絶
対
無
事
故
」の
歴
史
。

　
「
お
客
様
の
信
用
は
安
全
か
ら
。
安
全

操
船
の
技
術
を
代
々
引
き
継
ぎ
、
こ
れ
か

ら
も
国
内
外
あ
ら
ゆ
る
年
代
の
お
客
様
に

ご
満
足
い
た
だ
き
た
い
」

　

四
半
世
紀
、
芦
ノ
湖
を
航
行
し
て
き
た

だ
け
に
、湖
の
多
彩
な
顔
も
知
っ
て
い
る
。

　
「
湿
度
が
高
く
な
る
夏
は
、
湖
に
か
か

る
霧
が
実
に
幻
想
的
で
す
。
湖
西
岸
に
あ

る
白
浜
と
呼
ば
れ
る
砂
浜
に
降
り
立
て

ば
、
こ
こ
も
芦
ノ
湖
？
と
驚
く
よ
う
な
景

色
に
出
合
え
ま
す
」

　

海
賊
船
と
と
も
に
歩
ん
で
40
年
。
安
全

へ
の
た
ゆ
ま
ぬ
思
い
と
、「
来
年
還
暦
」と

は
思
え
な
い
若
々
し
さ
で
、
こ
れ
か
ら
も

海
賊
船
と
ス
タ
ッ
フ
を
牽
引
し
て
い
く
。

きらびやかな雰囲気が漂う特別船室。
中央にある「女王陛下の椅子」は記念撮
影に最適（左）。幅広い年代が個々に座
りやすい椅子を選べるように、サイズや
デザインが異なる椅子をそろえる（右）。

安
全
運
航
の
歴
史
と
技
術
を
次
世
代
に
つ
な
ぎ

世
界
の
お
客
様
に
上
質
な
感
動
を
お
届
け
し
た
い
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竹の器に盛り付けられた絶品料理。この時季、江戸蕎麦の
御三家の一つ、更科十割を味わえる。

毎朝、丹精込めて打つそば。つなぎは使用せず、そば粉
100％。つるっとした食感とほどよいコシ、そばの風味
を存分に堪能したい（上）。「竹や舞の間」。広々とした寝
室に、日ごろの疲れも癒される（下）。

風情ある「観月の間」。部屋の土壁には、雲や風をイメージし
た模様が描かれている。

おすすめプラン

1泊2食付（一般客室1室2名利用
時の1名料金） 25,000円+税～
宿泊者限定　蕎麦打ち体験
 1名7,000円（2名まで） ※要予約

MAP P49 ②
☎0460-85-8511
神奈川県足柄下郡箱根町塔之澤92
箱根登山鉄道箱根湯本駅からバス3分
http://www.shiunso.co.jp/

「竹や舞の間」の露天風呂。早川渓流の力強い水の音が心地いい。

早川の渓谷と緑深い自然に囲まれた箱根・塔之沢の地に、とっ
ておきの名宿がある。特筆すべきは、こだわりが詰まった11品
の会席料理。内容は月々で変わり、厳選した旬の素材を「意外
性」を追求した一皿へ昇華する。会席料理のお凌ぎに提供され
る自家製の十割そばは、食通をもうならせる絶品。7月上旬は
七夕そば、下旬からは最も打ち方が難しい更科十割そばで客人
をもてなす。器は、敷地内の竹林から切り出した孟宗竹を利用
し、オーナーが手作り。同じ物はこの世に1つとなく、形や色、
節など唯一無二の美しさが目を楽しませる。露天風呂付特別室
は、それぞれ趣の異なる3室を用意。檜や信楽焼きの客室露天
風呂は、弱アルカリ性単純温泉のかけ流し。やわらかなお湯が
全身をやさしく包み込み、早川のせせらぎと眼前に広がる絶景
が極上の癒しの時間を演出する。

塔ノ沢

竹の器に盛る
唯一無二の美味が待つ宿

鶴井の宿 紫雲荘
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箱根湯本

茅葺きの門から始まる
大人のための静謐な隠れ家

離れ 山家荘

箱根湯本駅から徒歩10分の滝通りの一角。茅葺き屋
根の趣ある門構えが、物語の始まりを予感させる。
足を踏み入れると、そこは喧騒から隔絶された純和
風の空間。庭園内には小川が流れ、涼やかなせせら
ぎを奏でる。5棟ある客室のすべてから庭園を望み、
四季折々の表情を楽しむことができる。夕食は、和
食一筋の料理長が手がける彩りも美しい会席料理。
客室に一品ずつ、丁寧に仲居が提供する。個人での
滞在はもちろん、宿全体を貸し切る団体利用も可能
（15名～）。気兼ねなく過ごせると、リピーターも多い。

四季折々の味覚を楽しむ会席料理（上左）。箱根の山々に囲まれた展望露天
風呂（上右）。間取りや景色がそれぞれ違う趣ある客室（下）。

茅葺き屋根の宴会場を取り囲むように、5棟
の離れが佇む。MAP P49 ②

☎0460-85-5355
神奈川県足柄下郡箱根町箱根湯本592
箱根湯本駅より徒歩10分
http://www.senkei.net/yamagaso/

おすすめプラン

1泊2食（平日） 25,000円＋税～

箱根小涌谷温泉 水の音 

小涌谷

水の奏でるさまざまな音色に
心を満たされる癒しの湯宿

森の緑とせせらぎの水音に癒さ
れながら、くつろぎのひととき
を過ごせる（右）。落ち着いた雰
囲気の和モダンな客室（左）。

MAP P48 ③
☎0460-82-6011（予約専用）
神奈川県足柄下郡箱根町小涌谷492-23
箱根登山鉄道小涌谷駅から徒歩12分
http://www.hotespa.net/hotels/mizunoto

緑に囲まれた静寂の中に佇み、館内の水琴窟やロビーに
流れる小川など、その名のとおり水の音を随所で感じら
れる宿。｢小涌谷温泉｣｢宮ノ下温泉｣の2種類の源泉を、
4つの露天風呂付き大浴場や、3つの貸切風呂などの｢湯
めぐり｣で存分に楽しめる。彩り豊かな浴衣の貸し出しや、
湯上がりの無料ドリンクサービスも充実している。

おすすめプラン
水月の庄 
　1泊2食付 23,000円～
水花の庄 露天風呂付 
　1泊2食付 26,000円～

強羅駅から徒歩5分にあり観光の拠点に
便利。箱根登山鉄道や新型海賊船「クイー
ン芦ノ湖」に乗る旅がおすすめ。

MAP P48 ③
☎0460-82-0321
神奈川県足柄下郡箱根町強羅1300-27
箱根登山鉄道強羅駅から徒歩5分
https://www.hakoneyutowa-hotel.jp

おすすめプラン
1泊2食レストラン90分制フリー
ドリンク付き 
東棟・西棟 1名 17,150円～
立ち寄り湯（平日13時30分～16時）
 1名 1,200円～

※営業状況は問い合わせを

強羅

箱根 ゆとわ

和モダンなホテルが
8/11㈷オープン 

「ホテル棟」と「コンドミニアム棟」の２つの
滞在スタイルを用意。足湯や焚き火炉を設
えたウッドデッキは、ゆったりと過ごすこと
ができる。「コンドミニアム棟」には自家源泉
使用の温泉付きビューを新設。立ち寄り湯は
ミスモ持参で100円引き、箱根フリーパスと
ミスモ持参で150円引き。8/19㈪～9/13㈮の
平日有効。（除外日 8/26㈪～8/30㈮、9/6㈮）



昼はそば、夜はすき
焼きと寿司会席がい
ただける貴賓館は、
レトロな手漉きガラ
スも印象的な、重厚
感ただよう空間。

文化財の空間で
極上のディナーを

箱根・小涌谷の、見晴らしのよい高台に開業して２年を迎える宿、「天悠」。
記念日などにも最適な、格別な空間と美食を堪能する、
ちょっとぜいたくなプランをご紹介。

国の登録有形文化財
建造物に指定されて
いる迎賓館。花鳥風
月を彫り込んだ欄間
も見事だ。

美 

食 

の 

宿

温泉露天風呂付特別客室に泊まり

4  すき焼きや寿司が楽しめる夏のコース。 5  小さな美術館「芸
術蔵」も併設。山本丘人や東郷青児など日本画の巨匠の作品を常
時16点展示している。

蕎麦 貴賓館

数
あ
る
箱
根
の
宿
の
中
で
も
注
目
度
の
高

い
、
箱
根
小
涌
園 

天
悠
の
特
別
客
室
「
箱

根
遊
山
」。
温
泉
露
天
風
呂
を
備
え
る
全

1
5
0
室
の
中
の
わ
ず
か
6
室
で
、〝
大
名

好
み
〞〝
西
洋
ロ
マ
ン
〞〝
ハ
イ
カ
ラ
〞〝
つ
れ

づ
れ
〞〝
う
つ
ろ
い
〞〝
ひ
ね
も
す
〞
と
、
そ

れ
ぞ
れ
に
テ
ー
マ
が
設
け
ら
れ
、
間
取
り
や

意
匠
は
す
べ
て
異
な
り
、
極
上
の
く
つ
ろ
ぎ

空
間
が
広
が
っ
て
い
る
。

食
事
の
楽
し
み
も
ま
た
、
特
別
室
な
ら

で
は
。
寝
室
と
は
別
の
居
室
で
と
る
こ
と
も

で
き
、
あ
る
い
は
敷
地
内
に
あ
る
「
迎
賓

館
」、「
貴
賓
館
」
の
い
ず
れ
か
で
、
好
み
の

料
理
を
選
ぶ
こ
と
も
で
き
る
。

  

鉄
板
焼
き
や
し
ゃ
ぶ
し
ゃ
ぶ
料
理
を
味
わ

う
な
ら
、「
迎
賓
館
」
で
。
神
奈
川
県
愛
甲

郡
で
養
蚕
業
を
営
ん
で
い
た
名
主
の
家
を

移
築
し
た
と
い
う
建
物
は
、
年
月
を
経
て

も
美
し
い
宮
大
工
に
よ
る
意
匠
が
見
事
だ
。

レ
ト
ロ
な
手
漉
き
ガ
ラ
ス
越
し
に
庭
園

を
眺
め
る
「
貴
賓
館
」
で
は
、
日
本
料
理

を
。
そ
ば
や
寿
司
、
す
き
焼
き
が
堪
能
で

き
る
。
こ
ち
ら
の
建
物
も
歴
史
あ
る
も
の
。

箱
根
小
涌
園
発
祥
の
地
、
藤
田
平
太
郎
男

爵
の
別
邸
と
し
て
大
正
７
年
に
建
て
ら
れ

た
、
ロ
マ
ン
あ
ふ
れ
る
木
造
家
屋
だ
。

お
祝
い
や
記
念
日
な
ど
、
思
い
出
に
残

る
ひ
と
と
き
を
特
別
な
空
間
で
過
ご
し
て

み
て
は
い
か
が
だ
ろ
う
。

 0465-20-0260（受付9時～19時）
神奈川県足柄下郡箱根町二ノ平1297
箱根登山鉄道箱根湯本駅からバス20分　
https://www.ten-yu.com/

箱根小涌園 天悠
友だち追加をしてアンケートにお答えいただい
た皆様に箱根小涌園 天悠の最新情報をはじめ、
旬な箱根のお出かけ情報をお届けいたします。

LINEに「箱根小涌園 天悠 公式アカウント」が登場

6  カウンター席では、シェフが目の前で調理し、最高
の状態でサーブしてくれる。 7  松阪牛のロース肉と焼
き野菜など、上質な素材を用いた品々を楽しめる。

鉄板焼・しゃぶしゃぶ 迎賓館

1  手間暇かけた贅沢な料理をお部屋食でゆったり味わう。夏のお献立は全七品。
2  箱根の歴史に浸る。大正時代を思わせる“ハイカラ”な遊び心に満ちた特別客室「小
涌谷」。 3  素朴な古民家風の草庵風で自然の息吹を感じさせるしつらえの特別客
室「大涌谷」。専用の足湯と庭園もある別荘のような空間。

箱根小涌園 天悠 露天風呂付特別客室「箱根遊山」

4

5

6

7

1

2

3
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明治26年の創業以来、小田原で人々に愛さ
れ続ける日本料理店。相模の幸を知り尽くし
た料理長が、旬の食材をふんだんに使い絶品
料理に仕上げる。鮮度抜群の地魚は、刺身や
寿司で。特注ごま油を使用した天ぷらは、芳
醇な香りとサクッと軽やかな食感が魅力。大
ぶりのエビを使った天重で、ぜいたくに堪能
して。唐破風入母屋造りの建物は、国の登録
有形文化財指定。意匠を凝らした2階の座敷
（要予約）は、200名までの宴会も可能だ。

四季折々の山海の幸が輝く
小田原の地に根差した老舗

すし 1,200円+税～
天丼（お椀・香の物付き） 1,700円+税～
おさしみ・天ぷら定食 1,800円+税～

0465-22-4128
神奈川県小田原市本町2-1-30
賚11時～20時（L.O.） 贊無休 猾あり
JR・小田急線小田原駅から徒歩8分
http://www.darumanet.com/
●小田原／MAP P51 ⑥

創業から続く名物の
天重（上）。大正15年
に建てられた唐破風
入母屋造りの建物（下
右）。小田原港から直
送される地魚（下左）。

国指定登録有形文化財 のれんと味

だるま料理店

1893年（明治26年）創業

ちもと 駅前通り店1950年創業（昭和25年）

しっとりすべすべ、湯上がり肌を連想させる「湯もち」。箱根の記憶をとどめ
るために、餅の中には早川の溶岩に見立てた羊羹を切り入れ、ミカンの里・
小田原にちなみ、柚子の香りをしのばせた一品だ。「わらびもち」は、風味豊
かな鹿児島産の本蕨を使用した独特のとろっとした食感と、こしあんとの相
性が魅力。昭和25年の創業以来、素材選びと手作りにこだわり続ける老舗
の味わいをぜひ。昨秋リニューアルした滝通り本店にも立ち寄りたい。

箱根旅の思い出がよみがえる
味わい深い銘菓

湯もち 220円＋税
黒助（5個入） 400円＋税
わらびもち（6個入） 1,420円＋税
八里 250円＋税

0460-85-5632
神奈川県足柄下郡箱根町湯本690 
賚9時～17時 贊不定休（年5日程度）　
箱根登山鉄道箱根湯本駅から徒歩5分
http://www.yumochi.com/
●箱根湯本／MAP P48 ②

二大看板商品「湯もち」と「わらびもち」（左）。職人が手作業
で仕上げていく（中）。昭和初期建造の趣ある建物（右）。

「ご黒うさん。」（上右）。
飽和蒸気で蒸しあげ
たできたてを（上左）。
人気の「箱根のお月さ
ま。」（下）。

明治38（1905）年に菓子卸「光栄堂」として創
業。以来、4代にわたり上質な和菓子を作り
続ける同店。箱根湯本駅温泉街口すぐの菜の
花は、アツアツ蒸したての「箱根のお月さま。」
を買うことができる。沖縄の黒糖を使った薄
皮のまんじゅうの中には、海塩入りのこしあ
んが入っており、箱根の銘菓として名高い。
黒糖と竹炭を練り込んだ艶やかな漆黒の「ご
黒うさん。」は、もっちりとした歯ごたえと濃
厚なゴマあんが絶妙な一品。

創業114年の老舗和菓子店で
厳選素材の箱根銘菓を

箱根のお月さま                       8個入 920円  
月のうさぎ                        8個入 1,850円
小田原うさぎ                        5個入 1,200円
ご黒うさん                        8個入 920円

0460-85-7737
神奈川県足柄下郡箱根町湯本705
賚8時30分～17時30分（土・日・祝は～18時） 
贊無休
箱根登山鉄道箱根湯本駅から徒歩1分
http://www.nanohana.co.jp/
●箱根湯本／MAP P48 ②

まんじゅう屋

菜の花

1905年（明治38年）創業

0465-22-9221
神奈川県小田原市浜町3-6-13
賚9時～19時 贊無休 Ⓟあり
JR・小田急線小田原駅から徒歩20
分　http://www.maruu.com
●小田原／MAP P51 ⑥

蒲鉾上小板 960円+税
いか塩辛（小） 1,000円+税
君まき（小） 750円+税
だて巻（小） 850円+税

小田原蒲鉾上小板は贈答用とし
ても（左）。食べ歩きに蒲鉾コロッ
ケ「フィッコロ」300円＋税も（右）。

多彩な味がそろう小田原名物を
140年以上の伝統を受け継ぎ生み出すかまぼこは、お土産
にも贈答用にも万能。高級白身魚シログチを使った一品は、
上品なツヤ、ほどよい歯ごたえ、豊かな旨みが楽しめる。
手軽にその場で食べられる揚げたてさつま揚げなども販
売。ミニサイズのかまぼこ、おでんセットなど手頃な品も
そろう。かまぼこ伝統館併設。

丸う田代總本店1868年創業
（明治元年）　　　　
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おいしい夏のごちそう尽くし

箱根＆小田原グルメ

箱根湯本／MAP P49 ②

神奈川県足柄下郡箱根町湯本茶屋208
賚9時～23時（最終受付22時） 贊無休
箱根登山鉄道箱根湯本駅から巡回バス10分

0460-86-4126
天山湯治郷

良質な自家源泉が自慢の日帰り温泉。体の芯から温まり、いい汗を
流した後のスッキリとした爽快感は、暑い夏こその醍醐味だ。湯上
がりは、無料の休憩所「ざしきぼっこ」のひんやりとした川風で涼む、
ぜいたくな時間を。極めつけは、滋養料理の店「山法師」で味わえる
うな重（松3,950円＋税・竹3,550円＋税）。スタミナ補給をぜひ。

入館料／大人 1,300円
子ども（1歳～小学生まで） 650円
「山法師」賚11時～15時（L.O.14時）/ 
18時～22時（L.O.21時） 贊木曜
（鰻は第1・3水曜も休）

肉厚の国産うなぎ。香ばしく焼き上げた蒲
焼きと、さっぱりした白焼きが選べる。

源泉浴で汗を流す、最高の爽快感

箱根湯本／MAP P48 ②

国産そば粉と箱根の名水で打ったコシの強いそばを目当てに、行列
が絶えない人気店。名物の天丼は、サクッと軽やかな食感のエビや
野菜の天ぷらを、秘伝のタレが染み込んだ魚沼産コシヒカリといた
だけば、至福の味わいが広がる。箱根湯本駅から近く、店内は民芸
調の趣ある空間。2階には座敷席があり、子ども連れにもやさしい。

香り高いそばと天ぷらの人気店

一番人気は、特製
天丼と山茸そば
（左）。暑い日には、
冷やしとろろそば
もおすすめ（右）。

メニュー／
天丼 （並）1,320円
 （上）1,830円
特撰カレー南ばん 1,130円
冷やしとろろそば 1,180円

神奈川県足柄下郡箱根町湯本704 
賚11時～19時 贊木曜
箱根登山鉄道箱根湯本駅から徒歩2分
http://www.yamasoba.com/

0460-85-7889
箱根自然薯 山そば

強羅／MAP P48 ③

名物「まご茶めし」は、数種類の新鮮な地魚が味わえる絶品。濃厚な
特製胡麻醤油でいただいた後は、温かいだしをかけたお茶漬けで楽
しめる。夏は、秘伝のかえしと本節からとっただしが決め手の「箱
根そば」もおすすめ。ゆったり楽しめるディナーは、食事でも、気
軽に一杯でも利用できるのでおすすめ。

温泉リゾート内の大人の食空間

ダシが香る「まご茶
めし」（左）。会員制
ホテル内にあり、
落ち着いた雰囲気
（右）。

メニュー／
箱根まご茶めし 1,780円
やわらかい国産ステーキ丼 1,980円
箱根そば 1,280円

神奈川県足柄下郡箱根町強羅1300-13 サン
ダンス・リゾート箱根強羅2F 賚11時30分～
14時（L.O.） 贊火曜　箱根登山鉄道強羅駅か
ら徒歩1分　http://www.sundance-resort 
club.jp/resort/hakonegoura/

0460-86-0450和食 そば 酒処

ゆさか庵
仙石原／MAP P49④

この夏は仙石原でスタミナがつく焼肉を楽しみたい。富士山の溶岩石
で焼く極上黒毛和牛は、遠赤外線によって旨みが凝縮される。秘伝の
タレで食べれば、忘れられない味に。肉のほか、箱根西麓三島野菜
などを取り入れた「焼き野菜の盛り合わせ」や、締めには特製冷麺も
おすすめ。ランチセットもリーズナブルで気軽に楽しめる。

お得な黒毛和牛焼肉を気軽に満喫

サシが入った黒毛
和牛など、厳選し
た肉やこだわり料
理が並ぶ（左）。無
料送迎も行う（右）。

メニュー／
ホルモン各種 680円＋税～
黒毛和牛カルビ・ロース 
 各980円＋税
ランチ焼肉セット 980円＋税～

神奈川県足柄下郡箱根町仙石原74-1 
賚11時30分～14時/17時30分～22時（L.O. 
21時30分） 贊不定休 
箱根登山鉄道箱根湯本駅からバス25分

0460-84-5529
韓国料理・焼肉 景

キョン

福
ボッ

宮
クン

小田原／MAP P51 ⑥

朝どれ直送された魚介は鮮度抜群。豊富な海鮮丼メニューは「鮮魚
の達人」により、選りすぐりの素材を生かしたもの。「地魚3種・ごま
和え・なめろう丼」（1,880+税）や、日によって内容が変わる「本日
の地魚３種盛り丼」（1,580+税）は、遠方からもファンが訪れる人
気のセット。本誌持参であおさのみそ汁（250円+税）がサービスに。

自信の味は鮮魚店直営だからこそ

海の幸が器からあ
ふれ出る海鮮丼
（左）。大漁旗が舟
や漁をイメージさ
せる店内（右）。

メニュー／
本日の地魚3種盛り丼
 1,580円+税～
地魚トロたく丼 880円+税　
天ぷら地魚刺身定食 1,980円+税　

神奈川県小田原市栄町1-14-55
賚平日11時～16時30分、土・日・祝11時～
19時30分 贊無休
JR・小田急線小田原駅から徒歩3分
http://kaisen-don.com/

0465-24-2237
海鮮丼屋 小田原 海舟

金目鯛天ぷらがつ
いた冷やし金目鯛
そーめん（下）。注
文をうけてから、
国産備長炭で焼き
上げる（左上）。

神奈川県足柄下郡箱根町湯本703-
19 賚11時30分～14時（L.O.）/17時
30分～21時30分（L.O.） 贊月曜
箱根登山鉄道箱根湯本駅から徒歩2分

0460-83-8838

箱根湯本／MAP P48 ②

喜之助

メニュー／
炭火焼き　喜之助定食 1,500円+税
“美味鳥”照り焼き定食  1,450円+税
旬の地魚盛り 刺身定食 1,500円+税
特大イカの一夜干し 1,300円+税

湯本駅前通りにただよう芳ばしい香りに誘わ
れて辿りつくのが、ここ「喜之助」。備長炭で
焼いた干物や相模の食材を取り入れた究極の
一品を提供する。夏は、金目鯛のほぐし身を
つゆに入れていただく、冷やし金目鯛そーめ
ん（1,500円+税※ランチのみ）がおすすめ。
小豆島の最高級そーめんを使った、ひと味違
う味わいを堪能して。干物3種が付く喜之助
定食（1,500円+税）などの定番もぜひ。夜も
営業しているので、旅の締めに利用したい。

夏限定「冷やし金目鯛そーめん」
と炭火焼の干物を

箱根 & 小田原グルメ 3637



箱根湯本／MAP P48 ②

自慢は、この道一筋の店長が毎朝仕入れる極上のホルモン。多種 
多様な部位を、それぞれに合った味付けで楽しめる。新鮮なホルモ
ン焼きは、豊かな食感と旨みが特徴。低カロリー・コラーゲン豊富で、
女性にも人気が高い。タレやドレッシング、キムチはすべて自家製。
1,150円＋税～のランチもあり、昼から深夜まで立ち寄れる1軒だ。

食欲そそる絶品ホルモン焼肉

炭火で楽しむ本格
焼肉ランチ（左）。
テラス席はペット
可。散歩がてらに
ぜひ（右）。

メニュー／
ホルモン各種 480円～
和牛カルビ 780円　
もつ鍋 1人前1,280円　
湯本系タンタンメン 950円　

神奈川県足柄下郡箱根町湯本724-5 
賚12時～25時（L.O.24時30分） 贊木曜　
箱根登山鉄道箱根湯本駅から徒歩3分
http://sanzokugayu.com

0460-85-5337
山賊ホルモン

箱根湯本／MAP P48 ②

神奈川県足柄下郡箱根町湯本307 
賚平日9時30分～18時、土・日・祝9時30分
～18時30分 贊無休 Ⓟあり　
箱根登山鉄道箱根湯本駅から徒歩10分

0460-85-6222
箱根・ルッカの森

人気和菓子店「菜の花」によるバウムクーヘン専門店。柑橘・湘南ゴ
ールドが練り込まれた「湘南ゴールドソフトバウム」はやわらかな食
感と、さわやかな味わいが特徴だ。また、中はしっとりしているが、
外がザクッとした食感の「沖縄黒糖ハードバウム」には、沖縄波照間
産黒糖が使われている。ほかにも店内には菜の花の定番商品が並ぶ。

メニュー／
沖縄黒糖ハードバウム
 ホール 各1,280円
 カット 　各640円
パリパリ焼モンブラン（1個） 300円

じっくりと焼きあげられたバウムクーヘン
を味わいたい。駐車場完備なので安心。

丁寧に焼いたバウムクーヘン 2 種

箱根湯本／MAP P48 ②

神奈川県足柄下郡箱根町湯本729 
賚9時～17時30分（土・日・祝は～18時） 
贊無休　
箱根登山鉄道箱根湯本駅から徒歩3分
http://www.nanohana.co.jp/

0460-85-8818
福久や 九頭龍餅

ふんわり上品な甘さと、もちもちとした食感が人気の九頭龍餅。国
産素材にこだわり、北海道産北海大納言小豆、佐賀産ヒヨクモチの
餅粉などを使用して、店内の工房で丁寧に仕上げている。縁起のよ
いお土産としても。源泉かけ流しの足湯（200円）と一緒に、ソフ
トクリーム（バニラ400円、抹茶・MIX各450円）も楽しみたい。

メニュー／
九頭龍餅 5個入 600円　
箱根のお月さま 8個入 920円　
ソフトクリーム 400円～

個包装されているので、手土産にぴったり
（上）。街歩きのお供にぜひ（下）。

縁結びの願いを込めた創作和菓子

盛り付けるだけで、
お洒落なオードブ
ルに（下）。国道一
号線沿いの店（上
右）。詰め合わせ
ギフトも（上左）。

新たな箱根の味として、食通から熱い視線を
集める燻製専門店。旬の素材を厳選し、燻煙
を20度以下で吹き付ける冷煙製法で、職人
が一つひとつ丁寧に手づくり。刺身のような
美しい光沢と芳醇な香り、しっとりとした食
感は、まるで芸術品の域。芦ノ湖のワカサギ
を餌に育てられた桜マスの「箱根桜サーモン
の燻製」（600円＋税～）、子どもに人気の半
熟燻製卵、深い味わいの燻し醤油（800円＋
税）など多彩な品ぞろえ。HPから取り寄せ可。

燻製専門店の珠玉の一品
まるで芸術品のような感動を

0460-85-5110

箱根湯本／MAP P48 ②

燻製工房 然

メニュー／
各種魚類燻製 500円＋税～ 
帆立の燻製 500円＋税～
半熟燻製卵 1個 180円＋税　
ギフトセット 3,000円＋税～

神奈川県足柄下郡箱根町湯本71-5 
賚10時～17時 贊不定休 Ⓟあり　
箱根登山鉄道入生田駅から7分　
https://kunsei-zen.com/

箱根湯本／MAP P48 ②

箱根の名水を使った汲み上げ湯葉をふんわりと卵とじにした湯葉丼
は、特製のかつおだしが香り、ふっくらアツアツの米との相性も抜
群。食欲をそそる一杯を目当てに、県内外から訪れるファンも多い。
豆腐ぜんざい、湯葉ぜんざいなども人気で、カフェとしての利用で
も。ヘルシーで濃厚な味わいを観光のお供にぜひ。

箱根名物、体にやさしい湯葉の味

アツアツを一口ず
つご飯に載せて
（左）。上品な甘さ
が人気の豆腐ぜん
ざい（右）。

メニュー／
湯葉丼 980円
湯葉丼ご膳 2,000円
豆腐ぜんざい 720円

湯葉丼 直吉 神奈川県足柄下郡箱根町湯本696 
賚11時～18時（L.O.） 
贊火曜（祝日の場合は営業）
箱根登山鉄道箱根湯本駅から徒歩3分

0460-85-5148

宮ノ下／MAP P48 ③

神奈川県足柄下郡箱根町宮ノ下359
賚8時30分～18時 
贊無休
箱根登山鉄道宮ノ下駅から徒歩7分
https://www.fujiyahotel.jp/

0460-82-2211（代表）富士屋ホテルベーカリー
＆スイーツ 「PICOT」

クラシックカレーパンやレーズンパン、アップルパイなどの人気商
品を目当てに、連日、観光客でにぎわうベーカリー＆スイーツショ
ップ。箱根の四季を感じるお土産やレトルトカレーなども好評だ。
新たにレーズンカスタードアップルパイが登場。カスタードクリー
ムに細かく刻んだラムレーズンを合わせた、大人向けの味わいに。

メニュー／
レーズンカスタードアップルパイ
（カット） 550円＋税
アップルパイ（カット） 550円＋税
クラシックカレーパン 300円＋税

角切りりんごとアーモンドスライスがアク
セントのレーズンカスタードアップルパイ。

ラムレーズンが香るアップルパイ

小田原／MAP P51 ⑥

小田原漁港内にあり、相模湾でとれる鮮度抜群の魚介類をリーズナ
ブルかつ気軽に楽しめると評判。厚切りで食べ応えのあるおさしみ
定食、数量限定の海鮮丼、港の朝定食や昼定食など、どれもボリュー
ム満点。アジのたたきや金目鯛の煮付け、旬の地魚が楽しめる本日
のおすすめ品も人気がある。ランチタイムは混むが、予約も可能。

漁港内で楽しむ鮮度抜群の魚介

刺身が豪快に盛ら
れた海鮮丼。小田
原漁港に水揚げさ
れた鮮魚が、その
場で調理される。

メニュー／
おさしみ定食 1,150円
海鮮丼（限定20食） 1,450円

神奈川県小田原市早川1-10-1 小田原魚市
場2F 賚10時～15時 贊水曜（魚市場休日に
準ずる） 猾あり 
JR早川駅から徒歩6分

0465-23-3818
魚市場食堂

箱根 & 小田原グルメ

箱根 & 小田原グルメ
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第
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のカギ横

の
カ
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二
重
枠
に
入
っ
た
文
字
を

A
〜
F
順
に
並
べ
て
で
き
る
言
葉
は

何
で
し
ょ
う
？

懸賞
問題

パズル制作：ニコリ

春
号（
第
49
回
）の
答
え

ハガキに「第50回の答え」と､住所･氏名･年齢･職業･電話
番号を記入し､本号の感想をお書き添えの上､下記までご
郵送ください。締め切りは2019年9月20日貊消印有効。

宛先
〒215-0021 川崎市麻生区上麻生1-5-1 りそな新百合ヶ丘ビル5F
　ミスモ箱根編集部「クロスワードパズル第50回」係

賞品
正解者の中から抽選で1名様に
をお贈りします。解答は次号にて発表いたします。
当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただ
きます。
※ ミスモ箱根のクロスワードパズルにご応募いただいた個人
情報は旅行券の発送および、個人を特定しない統計的資料
作成のみに使用いたします。

応募方法
10,000円分の旅行券

 1 寝ないままで朝を迎えてしまう
 2 タイルの間の、カビで悩まされることもある部分
 3 まごころともいう
 4 箱根湯本の須雲川沿いにある○○○○○温泉郷
 5 血縁のある「おばあさん」
 6 商品がすべて買われてしまったら
 8 七夕でおなじみの植物の葉で作れる
 10 日本の伝統的な歌舞劇。○○面、○○狂言
 12 キャブレターは○○器ともいう
 14 深窓の令嬢やお姫様にはあふれていそう?
 16 夏、○○○のために涼しい箱根を訪れる人も多そう
 18 家や服の改造
 20  北極星のそばにある星座。首の長い動物をかたどっ

ている
 21 引き戸の開け閉めでさせる動き
 23 にっこり浮かべるもの
 25  『箱根七湯図絵』は浮世絵師の歌川○○○○が嘉永5

年に描いた
 26 赤身より脂っこいマグロ
 27 たくさん踏んでいる人は経験豊富
 29 水中の酸素を利用するための器官
 31 潜って貝や海藻やウニを捕る

1　

新
郎
は
花
婿
、
新
婦
は
花
○
○

3　

ゾ
ウ
リ
の
一
種
。
漢
字
だ
と「
雪
駄
」な
ど
と
書
く

5　

選
手
○
○
の
厚
い
チ
ー
ム

7　

 

箱
根
登
山
電
車
、
6
月
中
旬
か
ら
の
時
期
は
○
○
○
○
電
車
の

愛
称
で
呼
ば
れ
る

9　

サ
ル
や
リ
ス
の
得
意
技

11　

リ
セ
ッ
ト
し
て
リ
ス
タ
ー
ト

13　

和
泉
○
○
○
や
紫
○
○
○
は
平
安
時
代
の
女
流
文
学
の
担
い
手

15　

社
交
家
の
は
広
い

16　

尾
や
背
や
腹
に
あ
る
、
魚
の
体
の
一
部

17　

○
○
○
を
き
か
せ
た
し
ゃ
れ
た
文
句

19　

相
撲
取
り
と
も
い
う
人

21　

1
○
○
は
約
３・
０
３
c
m

22　

尺
八
も
フ
ル
ー
ト
も

24　

電
車
賃
と
か
ホ
テ
ル
代
と
か
入
湯
料
な
ど
が
こ
れ
に
含
ま
れ
る

26　

 

江
戸
時
代
、
海
上
の
外
国
船
を
見
張
っ
た
人
。
箱
根
関
所
に
も

こ
の
役
が
置
か
れ
た

28　

サ
ッ
カ
ー
で
警
告
に
出
す
○
○
○
○
カ
ー
ド

30　
「
風
速
」と
も
い
う

32　

ジ
ャ
ー
ン
と
鳴
ら
す
金
属
製
の
丸
い
打
楽
器

33　

千
秋
楽
ま
で
全
勝
、
○
○
○
の
15
連
勝
を
飾
っ
た

34　

相
撲
取
り
が
結
う
も
の

タ
キ
ド
オ
リ（
滝
通
り
）
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i n fo rmat ion in fo rmat ion

もてなしの心が行き届く全6室の湯宿。
客室、食事、温泉と三拍子そろったぜ
いたくを、1泊2食付（1室2名）12,000
円～で楽しめる。夕食は、系列店「韓国
焼肉 景福宮」で評判の和牛や、新鮮魚
介を無煙ロースターで焼き上げて。

神奈川県足柄下郡箱根町強羅1320-601　
https://www.hakone-raku.com/

焼肉と海鮮の宿 らく-RAKU-
蕁0460-87-2400

旅館×焼肉×温泉の非日常を
箱根の玄関口、湯本の旧街道沿いに佇
む静寂の宿。一枚の風景画を眺めるよ
うな露天風呂や、寄木があしらわれた
客室など、ご当地の魅力を生かしたも
てなしが待つ。須雲川のせせらぎに耳
を傾け、涼やかな時間を満喫して。

神奈川県足柄下郡箱根町湯本茶屋230
https://kai-ryokan.jp/hakone/

星野リゾート　界 箱根
蕁0570-073-011（界予約センター）

箱根の地を最大限に楽しむ宿
海賊船が行き交う芦ノ湖の眺望を楽し
みながらカフェタイムを。オーダー
後、鉄鍋で一つずつ焼き上げる畔屋特
製パンケーキは絶品！1階のお土産処
には、箱根・小田原の名品が勢ぞろい。
箱根町港目の前、芦ノ湖観光の拠点に。

神奈川県足柄下郡箱根町箱根161-1 
賚2F「cafe KOMON 湖紋」 10時～16時（L.O. 
15時30分） ※食事メニューは11時～

茶屋本陣 畔屋
蕁0460-83-6711

芦ノ湖観光は特製スイーツ

国内最大級のショップ数を誇る人気の
御殿場プレミアム・アウトレットのお
買い物券と高速道路乗り放題がセット
でお得に！新たに2日間プランが加わ
り、箱根の観光や宿泊も便利に。詳細
や申込みはHPから。

NEXCO中日本
https://hayatabi.c-nexco.co.jp/

お買い物券＆高速乗り放題
直売所とカフェ＆レストランを併設し
た「とうふ伊豆庵」が、伊豆の人気宿泊
施設 東府やResort ＆Spa-Izu内に誕
生。国産大豆と伊豆大島のにがりを
使ったとうふ料理が中心の朝食やラン
チ、豆乳スイーツを楽しめる。

静岡県伊豆市吉奈98 賚10時～17時(モーニ
ング10時～11時/ランチ11時～15時） 
贊火曜 

東府やResort ＆Spa-Izu 
とうふ伊豆庵
蕁0558-79-3003

こだわりのとうふ工房OPEN
「箱根で生まれた小さなベーカリー」の
原点は、箱根の名水と天然酵母へのこ
だわり。熟練パン職人が厳選した素材
を天然酵母でじっくり発酵させたモチ
モチの食感は、格別だ。店内のイートイ
ンスペースで石窯ピザも楽しめる。

神奈川県小田原市城山1-1-1 小田原駅構内
賚7時～21時 贊無休 
http://www.箱根ベーカリー.com/

箱根ベーカリー 小田原店

蕁0465-20-1126

小田原駅構内で本格ピザを！
避暑地として人気の仙石原のホテル。
客室の大きな窓からは、箱根連山の雄
大な風景が楽しめ、緑豊かな庭園も美
しい。硫黄泉と単純泉の2種の源泉が
楽しめる大浴場、プライベート空間で
くつろげる4つの貸し切り風呂も魅力。

神奈川県足柄下郡箱根町仙石原1244-2
箱根登山鉄道箱根湯本駅からバス40分
http://hotel.kagetsuen.net/

ホテル花月園
蕁0460-84-8621

涼やかな仙石原で癒しの旅を

1921年から続く伝統行事「強羅夏まつ
り大文字焼」は、箱根三大祭のひとつ。
今年の開催は8/16㈮19時30分～20
時15分。山の中腹に浮かび上がる大文
字をバックに、打ち上げ花火や仕掛け
花火約2,000発が華麗に夜空を舞う。

http://www.goura.jp

箱根強羅観光協会
蕁0460-82-2300

強羅の夏の夜を彩る大文字焼
箱根園前で発着するロープウェーで
駒ヶ岳山頂に上がれば、富士山を背景
にした芦ノ湖や、遠くには相模湾から
伊豆半島、伊豆七島、房総半島まで一
望できる。山頂にある箱根神社の奥宮、
箱根本宮での参拝もおすすめ。

神奈川県足柄下郡箱根町元箱根139
賚9時～16時30分（上り最終）　http://www.
princehotels.co.jp/amuse/hakone-en

箱根駒ヶ岳ロープウェー
蕁0460-83-1151（箱根園）

標高1,356mのパワースポット
自然・美・食の人気スポット。玉村豊男
氏の水彩画を展示・販売するライフアー
トミュージアム、地場食材を使ったイ
タリアンレストランなどがそろう。湖
面を眺めながらテラス席でいただく30
種類のナポリピッツァがおすすめ。

神奈川県足柄下郡箱根町元箱根61 
http://www.ashinoko-terrace.jp

芦ノ湖テラス  
蕁0460-83-1071（ミュージアム）
蕁0460-83-1074（レストラン）

芦ノ湖のそよ風が一番の場所
伊豆箱根をわが庭とするドライブ通が
好む渋滞回避ルートが、ターンパイク
箱根。6月中旬からはレインボーロー
ドの名のとおり色鮮やかなあじさい
5,000株が咲き誇り、富士山を望みな
がら涼しい絶景ドライブが満喫できる。

神奈川県小田原市早川2-22-1 賚5時30分～
22時30分（最終入場22時） 贊無休　
http://www.htpl.co.jp/

アネスト岩田　
ターンパイク箱根
蕁0465-23-0385

アジサイの中を走り抜ける！

8/4㈰9時から17時まで、小田原漁港
とその周辺で開催。「これが相模湾の定
置網だ」「体験ダイビング」「干物づくり
教室」「アユのつかみどり」など、体験が
盛りだくさん。マルシェや参加型イベ
ントも。内容は変更になる場合あり。

http://www.city.odawara.kanagawa.jp/

小田原みなとまつり
実行委員会事務局
蕁0465-22-9227

第29回小田原みなとまつり
8/3㈯19時10分～20時、小田原酒
匂川花火大会を開催。今年もフィナー
レには、酒匂川を横断する全長300m、
高さ30ｍのナイアガラが出現！音楽
花火による華麗な花火ショーが繰り広
げられる。

神奈川県小田原市城内1-21
小田原商工会館内
http://www.odawara-kankou.com/

小田原市観光協会
蕁0465-22-5002

10,000発の花火が夜空を彩る
箱根湯本駅構内のカウンターで12時
30分までに荷物を預けると、15時以
降、宿まで運んでくれる。帰りは宿で10
時までに預ければ、13時30分～19時
に箱根湯本駅で受け取れる。800円～
（箱根フリーパス提示で100円引き）。

神奈川県足柄下郡箱根町湯本白石下707
賚8時30分～19時 贊無休 
https://www.hakone-tozanbus.co.jp/carry/

箱根キャリーサービス
蕁0460-86-4140

荷物を宿まで運ぶサービス

里山風趣とともに、良湯を楽しめる日
帰り温泉施設。館内の食事処「囲炉裏
茶寮 八里」では、夏のカレーフェアを
8/31㈯まで開催中。夏野菜のインド
風グリーンカレー（1,380円）、土鍋の
カレーうどん（1,400円）ほか。

神奈川県足柄下郡箱根町塔之澤4 賚平日11
時～21時（L.O.20時）、土・日・祝11時～22時
（L.O.21時） ※食事のみの利用可 贊無休 

箱根湯寮 囲炉裏茶寮 八里
蕁0460-85-8411

日帰り温泉とカレーを満喫

日本旅館の温かなもてなしと、ホテル
のプライバシーを重視したサービスが
融合したスタイルでお迎え。全23室ス
イートルームで、源泉かけ流しの自家
温泉露天風呂が用意されている。夕食
は趣深い和風建築「翠松園」にて。

神奈川県足柄下郡箱根町小涌谷519-9
http://www.hakonesuishoen.jp/

箱根・翠松園
蕁0460-86-0852

非日常を楽しむ極上の宿
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2名
様

1組

芦ノ湖の絶景とともに豊かな味わいを

芦ノ湖の畔に立つベーカリー
レストラン。ガレットなど、
シェフが目の前で仕上げるラ
イブ感のある食事が魅力。

ペアランチ券
※3階レストラン利用

蘂0460-85-1530
http://www.bthjapan.com

Bakery & Table 箱根

旅のお供に持ち歩きたい
スリムな活動量計
1日に消費したカロリーが分
かるカロリズムの新モデル。
スリムサイズで、ダイエット
サポート機能搭載。

蘂0570-099655（平日9時～18時）
http://www.tanita.co.jp/product/g/_TAM122BK/

タニタ

2名
様

1組

由緒ある建物で彩り華やかなランチ

明治28年、皇室の宮ノ下御
用邸として造営された菊華
荘。美しい庭園を眺めながら
優雅なひとときを。

ランチ券（寄木膳）
（ペア8,800円+税）

蘂0460-82-2211（代表）
https://www.fujiyahotel.jp/

富士屋ホテル 
別館 旧御用邸「菊華荘」

10名
様

5組

家族や友達と楽しむ！
温泉テーマパーク

水着で遊べる温泉「ユネッサ
ン」と本格温泉が楽しめる「森
の湯」の両エリアが入場でき
るパスポートが好評。

ユネッサン パスポート

蘂0460-82-4126
https://www.yunessun.com/

箱根小涌園ユネッサン

活動量計カロリズムスリム
「AM-122」
（実売価格5,378円）

宿泊券 （1泊2食付）

蘂0460-84-0330
http://www.resorthotels109.com/
hakone-koushien/

ホテルハーヴェスト 箱根甲子園

2名
様

1組
会員制リゾートで
癒しの時間を楽しむ

箱根仙石原にある会員制リゾートホテル
（ビジター利用可）。景色も味もハイクラス
なブッフェレストランも。

2名
様

1組
箱根の玄関口に佇む
食と温泉のリゾート

箱根湯本駅から徒歩3分。豊かな自然に囲
まれた湯処や、和・洋・中そろったレスト
ランで、癒しの時間を。

宿泊券 （1泊2食付）

蘂0460-85-6111
https://www.yumotofujiya.jp

湯本富士屋ホテル

1台2役！ミニフォトプリンター

撮った写真だけでなく、スマ
ートフォンの写真もその場で
簡単プリント可能。持ち運び
楽な手のひらサイズ。

インスタントカメラプリンター
iNSPiC ZV-123
※専用ペーパー10枚付き
（参考価格17,880円）

蘂050-555-90026
（お客様相談センター）

キヤノンマーケティングジャパン

2名
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6名
様

各3組

美術館入館券
C. 箱根ガラスの森美術館
D. 彫刻の森美術館
E.  成川美術館
F.  岡田美術館

G. 星の王子さまミュージアム
H. ポーラ美術館
I.   箱根美術館
J.   箱根ラリック美術館 

読者プレゼント
いつもご愛読ありがとうございます。

おかげさまで、「ミスモ箱根」は50号の発行を迎えました。
これからもさらにお楽しみいただける誌面づくりをしてまいりますので、

今後ともどうぞよろしくお願い申し上げます。

プレゼントの応募は希望商品1点につき1通とさせていただきます。
お一人で2点以上応募の場合はそれぞれ別々に応募してください。応募方法

【 アンケート 】
❶  本号で面白かった（役に立った）記事やコーナー、広告を3つ
あげてください。

❷  箱根へ訪れる際の交通手段を教えてください（複数選択可）
①電車　②路線バス　③高速バス　④ツアーバス　⑤マ
イカー　⑥レンタカー　⑦タクシー　⑧その他（　　　）

 ❸  箱根へは誰と訪れることが多いですか？または、誰と行き
たいですか？

　  ①家族　②友人・恋人　③一人　④その他（　　　）
❹  ミスモ箱根で紹介した宿に泊まるとしたら、何を利用して
予約しますか？

　  ①宿に直接電話　②宿泊予約サイト　③旅行代理店　
　 ④その他（　　）
❺ 観光地としての「箱根」への要望や期待したい点は？

❻  今後「ミスモ箱根」で取り上げてほしい記事や特集、本号に対するご
意見やご感想をご自由にお書きください。

【 宛先 】
● ハガキ
〒215-0021 川崎市麻生区上麻生1-5-1 りそな新百合ヶ丘ビル5F　
ミスモ箱根編集部「ミスモ箱根夏号プレゼント」係
● FAＸ  044-959-3751
● Eメール  hakone@mismonet.com

【 締切 】　2019年9月20日（金）（消印有効）

当選者の発表は賞品の発送をもってかえさせていただきます。
※ ミスモ箱根の読者プレゼントにご応募いただいた個人情報はプレゼントの発送および個
人を特定しない統計的資料作成に利用するほか、賞品を協賛企業等から直送する場合、
必要な情報を協賛企業等に開示することになりますのでご了承ください。

ハガキ･FAX･Eメールのいずれかを利用して　■アンケートの回答　■希望賞品の記号（アルファベット）　■住所　■氏名　■年齢　
■性別　■職業（学年）　■電話番号　■Eメールアドレス（お持ちの方のみ）を明記して､ 下記までご応募ください。

A.

2名
様

K.N.

L.
箱根の思い出を彩る
匠の技が光る伝統美
江戸時代より続く寄木細工。
本間寄木では体験工房・美術
館・ショップを併設。匠の技
を間近に体感できる。

小寄木トレー
（大：40cm×24cm 8,500円+税）

蘂0460-85-5646
http://www.yoseki-honma.com/

本間木工所／本間寄木美術館館
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O.

M.P.

B.
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Map Design
小林　重子

DTP Staff
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小田急電鉄株式会社
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本誌の広告に関するお問い合わせは
株式会社インクルーブ　
営業企画部　蕁044-959-3750

印刷・製本
サンケイ総合印刷株式会社

次号は2019年9月中旬発行予定です。

本誌に掲載されている施設・店舗の開館・
営業時間、料金、定休日、イベント開催期
間、メニューの内容等は予告なく変更となる
場合がありますので、あらかじめご了承ください。
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